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西
多
摩
新
聞
の
創
刊
は
１
９
５
０

年
。
以
来
、
70
有
余
年
の
歴
史
を
刻
ん

だ
。
福
生
市
に
拠
点
を
置
き
、
当
初
は

旬
刊
、
現
在
は
週
刊
で
発
行
さ
れ
て
い

る
が
、こ
の
実
績
は
特
筆
さ
れ
て
い
い
。

そ
の
理
由
を
同
社
の
柴
﨑
斉
ひ
と
し

社
長
は

次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
先
人
た
ち
が
築
い
て
く
れ
た
基
盤

の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
る
。
地
域
の

日
常
生
活
に
根
ざ
し
た
紙
面
構
成
で
、

身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
を
読
む
習
慣
を
定
着

さ
せ
た
。
こ
の
こ
と
が
読
者
の
支
持
に

つ
な
が
り
、
ロ
ー
カ
ル
紙
と
し
て
歩
ん

で
こ
ら
れ
た
と
思
う
」

　

創
刊
当
時
、
西
多
摩
に
は
７
つ
の
新

聞
社
が
存
在
し
た
と
い
う
。
そ
ん
な
な

か
、
シ
ベ
リ
ア
の
地
で
日
本
語
新
聞
に

た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
吉
良
金
之
助
氏
が

主
筆
と
な
っ
て
立
ち
上
げ
て
い
る
。
異

国
に
お
け
る
経
験
を
生
か
し
た
ひ
と
り

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
挑
戦
だ
っ
た
と

い
っ
て
い
い
。

地
域
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
70
星
霜

　
「
最
初
は
吉
良
さ
ん
の
個

人
新
聞
だ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
そ
れ
を
会
社
組
織
に
し

た
の
が
私
の
母
方
の
祖
父
、

田
村
利
一
。
69
〜
81
年
ま
で

都
議
会
議
員
を
３
期
連
続
で

務
め
、
83
年
に
吉
良
さ
ん
か

ら
経
営
を
引
き
継
い
で
法
人
化
し
た
。

や
が
て
父
の
新し
ん

が
３
代
目
の
社
長
に
就

任
し
て
い
る
」

　

柴
﨑
新
氏
は
、
千
葉
大
学
工
学
部
か

ら
一
橋
大
学
の
商
学
部
に
学
士
入
学
し

た
と
い
う
俊
傑
。
卒
業
後
、
石
川
島
重

工
業
（
現
Ｉ
Ｈ
Ｉ
）
に
入
社
。
祖
父
に

乞
わ
れ
て
パ
ブ
リ
カ
多
摩
（
現
ト
ヨ
タ

Ｓ
＆
Ｄ
西
東
京
）
に
転
職
、
交
運
社
を

経
て
新
聞
事
業
に
か
か
わ
る
。

　
「
私
は
明
星
大
学
・
大
学
院
を
出
て

洋
服
の
タ
カ
キ

ュ
ー
で
修
業
、

34
歳
で
西
多
摩

新
聞
社
に
入

社
。
ま
ず
営
業

を
担
当
し
、
広

告
や
宅
配
を
手

が
け
た
。
父
か

ら
は
顧
客
の
手

元
ま
で
届
け
、

購
読
料
と
広
告
料
を
き
ち
っ
と
回
収
す

る
の
が
仕
事
と
教
え
ら
れ
た
」

　

斉
氏
は
２
０
０
６
年
に
社
長
に
就

任
。紙
面
の
充
実
や
増
ペ
ー
ジ
を
行
い
、

購
読
者
の
拡
大
に
努
め
た
。と
は
い
え
、

メ
デ
ィ
ア
の
多
様
化
な
ど
新
聞
を
取
り

巻
く
環
境
は
激
変
。
紙
媒
体
だ
け
で
な

く
デ
ジ
タ
ル
媒
体
へ
の
対
応
も
必
要
。

が
、
記
事
を
書
く
の
は
地
域
の
史
実
を

残
す
こ
と
。
そ
の
使
命
感
は
い
さ
さ
か

も
揺
る
が
な
い
。　
　
　
【
岡
村
繁
雄
】

先代の仕事と教え

■ 22■

西多摩新聞社　柴﨑斉氏

　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
の
仕
事
に
携

わ
る
青
梅
市
千
ヶ
瀬
町
の

井
上
正
行
さ
ん
（
30
）
が
、

詩
集
「
凍
え
る
言
葉
」
を

出
版
し
た
。
書
名
と
な
っ

た
「
凍
え
る
言
葉
」
な
ど

20
代
半
ば
か
ら
書
き
溜
め

た
42
編
を
収
録
し
た
。

　

思
春
期
に
芥
川
龍
之

介
に
憧
れ
、
よ
く
読
ん

思
春
期
か
ら
青
年
期
の
カ
オ
ス
の
体
験
を
作
品
に

だ
。
同
時
に
高
校
生
の

頃
、
２
０
０
０
字
ほ
ど
の

悩
ん
で
い
た
時
、
目
玉
の

夢
を
見
た
。
そ
の
夢
の
内

短
編
小
説
を
20
ほ
ど
書
い

た
。
夏
目
漱
石
や
森
鴎
外

な
ど
の
作
品
を
含
め
、
文

学
者
を
形
づ
く
る
背
景
に

は
ニ
ー
チ
ェ
や
シ
ョ
ー
ペ

ン
ハ
ウ
ア
ー
な
ど
哲
学
の

要
素
が
多
分
に
あ
る
と
感

じ
た
。
作
品
を
理
解
す
る

に
は
哲
学
を
知
る
必
要
が

あ
る
と
、
学
習
院
大
文
学

部
哲
学
科
に
進
学
し
た
。

　

西
洋
美
術
史
を
専
攻
。

容
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

調
べ
て
い
く
と
、
象
徴
主

義
を
代
表
す
る
フ
ラ
ン
ス

人
画
家
、
オ
デ
ィ
ロ
ン
・

ル
ド
ン
（
１
８
４
０
〜

１
９
１
６
）
の
一
つ
目
玉

の
作
品
に
つ
な
が
っ
た
。

ル
ド
ン
は
卒
論
の
テ
ー
マ

に
も
な
っ
た
。
芥
川
が
ル

ド
ン
に
つ
い
て
語
る
文
章

も
見
つ
け
、
不
思
議
な
縁

を
感
じ
た
。
ユ
ン
グ
な
ど

深
層
心
理
の
分
野
も
学
ん

だ
が
、
ユ
ン
グ
も
ル
ド
ン

の
画
集
を
手
元
に
置
い
て

い
た
ら
し
く
、
こ
こ
に
も

人
知
の
及
ば
ぬ
見
え
な
い

糸
の
存
在
を
感
じ
た
。
こ

れ
ら
は
井
上
さ
ん
の
思
想

的
背
景
の
基
盤
に
な
っ

た
。

　

26
歳
の
頃
、
蓼
科
の
旅

館
の
露
天
風
呂
に
入
っ
て

い
た
時
、
急
に
浮
か
ん
だ

の
が
「
凍
え
る
言
葉
」
だ

っ
た
。
題
に
し
て
詩
を
創

作
し
た
。
そ
の
後
は
生
活

の
中
で
思
い
浮
か
ん
だ
フ

レ
ー
ズ
を
記
録
し
、
詩
作

を
進
め
た
。
詩
人
に
な
り

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
。

雪
は
煌
め
き
、
木
々
は
広

が
り
、
呼
吸
は
煙
り
、
夜

は
眠
る

燃
え
る
星
と
抱
き
合
い
な

が
ら
美
し
い
日
々
に
終
わ

り
を
告
げ
て

凍
え
る
言
葉
は

空
の
彼
方
へ

散
っ
て

ゆ
く

　
　
　
　
「
凍
え
る
言
葉
」

指
は
ス
ラ
ッ
シ
ュ

口
に
当
て
れ
ば
／
沈
黙

何
か
を
指
せ
ば
／
景
色　

　

略

　
　
　
　
　
　
　
　
「
指
」

　
「
夢
を
モ
チ
ー
フ
に
、

思
春
期
か
ら
青
年
期
の
カ

オ
ス
の
時
代
の
体
験
か
ら

生
ま
れ
た
作
品
。
１
つ
の

フ
レ
ー
ズ
で
も
い
い
か
ら

面
白
い
と
思
っ
て
も
ら
え

め
た
同
市
根
ヶ
布
の
精
興

社
の
美
し
い
書
体
を
使
用

し
た
。「
地
元
の
人
に
読

ん
で
も
ら
え
た
ら
」
と
の

思
い
が
込
め
ら
れ
た
第
一

詩
集
は
、
井
上
さ
ん
曰
く

「
文
化
の
地
産
地
消
」
と

い
う
。

　

四
六
判
、
１
０
３
㌻
。

１
５
０
０
円
。
購
入
・
問

合
せ
はinoue books  

https://ieooninoue.

base.shop/

em
ail  2016artview

@

gm
ail.com

一
棟
貸
し
施
設
オ
ー
プ
ン

　
名
栗
温
泉
　
大
松
閣

　

飯
能
市
下
名
栗
の
温
泉
旅
館

大
松
閣
（
柏
木
宏
泰
社
長
）
に
５

月
14
日
、
一
棟
貸
し
の
宿
泊
施
設

が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
１
６
０
平
方

㍍
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な
室
内
と

露
天
風
呂
や
サ
ウ
ナ
を
備
え
た
大

き
な
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
、
庭
園
を
専

有
で
き
る
＝
写
真
。

　

施
設
は
最
大
10
名
ま
で
宿
泊
可

能
。
料
金
は
１
泊
２
食
付
き
で

１
人
４
万
４
０
０
０
〜
（
サ
ー

ビ
ス
料
込
・
消
費
税
込
・
入
湯
税

別
）。
オ
ー
プ
ン
記
念
と
し
て
７

月
15
日
ま
で
大
割
引
プ
ラ
ン
を
用

意
し
た
。
問
い
合
わ
せ
は
０
４
２

（
９
７
９
）
０
５
０
５
ま
で
。

た
ら
い
い
し
、
自
分
も
本

を
作
っ
て
み
よ
う
と
思
う

き
っ
か
け
に
な
っ
た
ら
う

れ
し
い
」
と
い
う
。

　

青
梅
生
ま
れ
の
著
者
、

15
編
は
青
梅
が
舞
台
、
本

の
デ
ザ
イ
ン
も
青
梅
生
ま

れ
の
従
兄
が
担
当
。
文
字

は
井
上
さ
ん
が
６
年
間
勤

第一詩集「凍える言葉」を出版

詩集を出版した井上井さん

井上正行さん　青梅市

秋川駅

五日市街道

●あきる野とうきゅう

■←
ココ
●西武信金

秋川駅徒歩1分

初診料 3,000円
治療費 3,500円

（学生2,500円）

あきる野市秋川1-1-13共和ビル3階

０４２（５５０）５５９１　完全予約診療（当日予約も可） 土日も診療

秋川駅北口

坐骨神経痛＝お尻から足にかけて痛み、
シビレで歩くことが困難な方笹

原
プ
ロ
は

「
私
が
元
気
に
大
会
に
出
場
で
き

る
の
は
痛
め
た
腰
・
肩
の
治
療
を

受
け
、体
の
ケ
ア
を
し
て
い
る

か
ら
で
す
」

どこにいっても直らなかった方へ(3密対策を徹底)

この広告で来院した方は

初診料無料
坐骨神経痛、ヘルニア（腰、頚椎）、脊
椎管狭さく、五十肩、ひざ関節症、肩
こり、エルボ（テニス・ゴルフ）、湿疹、
スポーツ障害など

41年の実績
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